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Google Ngram Viewer で見る
英語の形容詞比較形の変遷

A Study of the Grammatical Changes  
in English Comparative and Superlative Forms 

Based on The Google Ngram Viewer

大　髙　博　美

Abstract
　　In addition to some irregular forms (e.g. bad - worse - worst), English has 
established two parallel systems of comparison in its grammar; one is an 
inflectional type formed by using suffixes “-er” for the comparative and “-est” 
for the superlative (e.g. higher, highest), and the other is a periphrastic (or 
syntactic) type formed by using the adverbs “more” and “most” which are the 
irregular comparative and superlative of “many” and “much,” respectively (e.g. 
more beautiful, most beautiful).  According to Mitchell (1985: 84-5), there was 
only inflectional type in OE, i.e., the periphrastic forms first appeared in the 
13th century under the influence of Latin and French during the ME period. 
The latter gained ground steadily after the 14th century until the beginning 
of the 16th century when they had become as frequent as they are today 
(Pound 1901: 19). It can be claimed that this change in grammar corresponds 
to the general trend from synthesis to analysis in English grammatical forms. 
However, the inflectional type of comparison is said to be regaining power in 
modern English (Kytö and Romaine 2006).
　　As to the grammar of Modern English, it is claimed that monosyllabic 
adjectives take the synthetic type of comparison (e.g. tall-taller-tallest), while 
disyllabic adjectives or those composed of more syllables take the periphrastic 
type of comparison (e.g. famous - more famous - most famous).  However, it 
is also true that there are many exceptions to these rules (e.g. handsome - 
handsomer/more handsome - handsomest/most handsome, happy - happier 
- happiest, mature - matured/more mature - maturest/most mature).  What 
is the reason behind this? In addition, which type of comparison was more 
common in the past, and when was it so?
　　Besides these two types above, there has been another type of comparison 
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in regards to the superlative. This type of superlatives end in “most” as a 
suffix which was originally not identical with the adverb “most,” but a very old 
superlative “mest.” Later, this changed into “most” under the influence of the 
then established adverb “most.” With these, one or both of the other degrees (i.e. 
positive or comparative) are commonly lacking (e.g. top -φ- topmost, φ - inner 
- innermost).
　　The goal of the present paper is to confirm whether or not the aforementioned 
trend in English grammar is correct by using the Google Books Ngram Viewer 
developed recently by Google Company.  This online search engine charts the 
frequencies of any set of target words by using the digitalized data collected 
from sources printed between 1500 and 2008 in English.

� Hiromi Otaka

1． はじめに

　英語の形容詞と副詞には、改めて言うまでもないことだが、文法として決まっ

ている比較級と最上級がある。宇賀治（2000）によると、その起源は古英語、さ

らにはゲルマン祖語にまで遡ることができ、古英語期（５世紀～11 世紀中頃）に

おける形容詞・副詞の比較は、接尾辞（屈折）比較（～ er/～ est）しかなかった。

接尾辞比較とは語幹に接尾辞を付加して比較級・最上級をつくるもので、接尾辞は

比較級が “-ra”、最上級が “-ost” であった。これに対し、後には迂言的な句比較 

も生まれるが、これは接尾辞の付加によらず、副詞 more/most を形容詞・副詞に

前置して比較級・最上級の意味を表すものである。この種の比較形が増加し始めた

のは中英語期（11 世紀～15 世紀）に入ってからで、比較語の副詞も次第に more 

と most に限定されていったという。そしてこの比較形の使用はその後さらに拡大

し、接尾辞比較を凌ぐまでになった。これは、総合（synthesis）から分析（analysis）

へと向かってきた英語の大きな流れにそうものだが、Kytö（1996）の研究によると、

後期中英語から初期近代英語（15 世紀中頃～17 世紀中頃）にかけては、屈折形も

かなり粘り強く残り、語群によってはむしろ復活・拡大してきているという。この

ように、英語には，接尾辞を付加する屈折比較と迂言的な句比較が競合してきた歴

史があるのである（Kytö and Romaine 2006）。
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　英語の比較表現には、実は、上述の２種類のどちらでもない形のものが、あと

二つある。不規則変化をするもの（例： good - better - best）と furthermore や

northernmost のように、more/most を拘束形態素（suffix）として形容詞の右端

に置く用法である。結果、現代英語の形容詞・副詞の比較表現は、かなり複雑な

ものとなっている。現代英語の一般規則としては、「１音節の形容詞・副詞は -er/ 

-est の接尾辞比較で、そして２音節以上のものは more/most の句比較を使う」と

言えるが、例外も多い。特に後者においては、どちらも可という形容詞・副詞が少

なからず存在する（例： handsome, common, cruel, exact, polite, quiet, secure, 

secret など）。先出の Kytö（1996）によると，現代英語におけるこのような状態

は 16 世紀の初めまでにおよそ確立したという．

　本稿の目的は、Google 社が提供する The Google（Books）Ngram Viewer を

使って、英語の形容詞・副詞の比較が通時的にどのように変遷してきたかを考察す

ることにある。具体的には、上述の英語史上における総合から分析へという大きな

流れ、そしてこの変化に抗う後期中英語からの逆行的な流れを実証的に確認し、併

せてその理由を探ることにある。

2．The Google (Books) Ngram Viewer とは何か

　Google 社は 2004 年から数百万冊もの蔵書を電子化してデータとして蓄積して

おり、これを使って調査の対象となるキーワードの使用頻度をグラフ化して調べ

ることを可能にした。電子化された文書の発行年は、近代英語期（1,500 年～2008 

年）の全期に亘る。このツールが The Google Ngram viewer、もしくは The 

Google Book Ngram Viewerである。先行したGoogleトレンドツールは、キーワー

ドの検索ボリュームに関するグラフであったが、2010 年 12 月に発表した The 

Google Ngram Viewer は、調べたいキーワードがいつの年代の本の中に出てくる

か、その使用（出現）頻度をグラフに示してくれるのである。よって、このツール

で研究の対象となる語の様々な語形の使用頻度を調べることにより、どの語形がど
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の時期に最も使用されていたかが相対比較を通して一目で分かるのである。尚、調

査対象言語は、目下のところ（2017 年現在）、英語、フランス語、ドイツ語、イタ

リア語、スペイン語、中国語、ロシア語のみで、日本語の検索はまだ可能となって

いない。

　本ツールは、上述の通り、西暦1500年以降の近代英語のみを調査対象とする。よっ

て、それ以前の古英語や中英語は研究の対象外となるわけだが、それでも英語史に

おける一般的な傾向である「総合から分析へ」の痕跡が、500 年以上も経ている近

代英語期の中の変遷に見て取れる可能性がある。つまり、もし「総合から分析へ」

の傾向が正しいならば、古英語期に優勢だった屈折比較は近代英語期の初期にはす

でに句比較に比べて同等か劣勢だったはずである。そしてこの傾向は、近代英語期

の後期に向けてどのように変化していくのであろうか。先行研究が示唆する、後期

に入っての屈折比較の巻き返しは本当に真実なのであろうか。繰り返すが、これら

の問いに実証的に答えることが本研究の目的である。

3．接尾辞型比較の形を取る形容詞・副詞

　安藤（1985）や町田（1994）などによる現代英文法の解説に基づくと、 比較を

表すための形容詞・副詞の語形変化（原級～比較級～最上級）は、不規則なものを

除けば、次のように一般化される。 

　（1） a.	 1 音節の語には接尾辞 -er/-est をつける。

		  例：kind - kinder - kindest, soon - sooner - soonest 

		�  その他、-y で終わっている１音節語は、-y を -i に変えて -er/-est をつける。

ただし、-y を -i に変えない形もある。

		  例：�dry - drier/dryer - driest/dryest, shy - shier/shyer - shiest/shyest 

		�  「単母音＋１子音字」で終わる語の場合は、最後の子音を重ねて -er/-est

をつける。

		  例：big - bigger - biggest, hot - hotter - hottest
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	 b.	� １音節語であっても、過去分詞に由来する形容詞は、副詞 more/most

を付ける。

		  例：�tired - more tired - most tired, bored - more bored - most bored,  

pleased - more pleased - most pleased

		  その他、right, real, like の１音節語もこれに倣う。

	 c.	 2音節の語のうち、-yで終わるものには-yを-iに変えて -er/-estをつける。

		  例：happy - happier - happiest, early - earlier - earliest, 

		  　　lovely - lovelier - loveliest 

	 d.	� その他の大部分の 2 音節語には、more/most をつける。-ly で終わる様

態の副詞もここに属する。

		  例：�useful - more useful - most useful, slowly - more slowly - most 

slowly, quickly - more quickly - most quickly 

	 e.	 3 音節以上の語は、原級の前に more/most をつける。

		  例：interesting - more interesting - most interesting, 

		  　　carefully - more carefully - most carefully 

		�  ただし unhappy, unlucky, unlikely などのように接頭辞 un- で始まり

-y 終わる語は上の規則 c に従う。

		  例：unhappy - unhappier - unhappiest, unlucky - nluckier - unluckiest

	 f.	� 少数の 2 音節の形容詞および -er，-le, -ow, -ure で終わる形容詞は，屈折

変化と句比較の両方が可能である。 

		  例：common，handsome，quiet，polite，pleasant，stupid, wicked,

		  　　cruel, exact, secure, shallow, mature, little, clever 

　本研究で調査の対象としたいのは、上掲の現代英語において確立されている規則

が英語史上いつ頃から一般化し出したのかという点である。英語史における「総合」

から「分析」へという一般的な変化は、形容詞・副詞の比較表現においてはどの程

度当て嵌まるのだろうか。調査の対象とする語については、第６節で挙げる。



44

エクス　言語文化論集　第 11 号

4．英語史における迂言的句比較の出現

　古英語期には散発的な句比較の例を除いて、すべての形容詞において屈折形が原

則だった。13 世紀になるとラテン語とフランス語の影響で、そして強調の目的も

あり次第に句比較の形が生じた（Wright 1913）。この流れは中英語期を通じて拡

大したが、「総合」から「分析」へ向かう英語の一般的な言語変化の流れに沿うも

のである。現代英語においては、この句比較は、前節で言及したように、二音節以

上の形容詞・副詞に適用されるが、初期においては単音節語にも適用されたという

点は興味深い（堀田 2016）。尚、The Google Ngram Viewer は、先述のとおり、

今のところ西暦 1,500 年からの資料しか利用できないのだが、もし本当に句比較の

使用が 13 世紀から始まっているのなら、1,500 年頃の資料にもその事実の痕跡が

残っているはずである。つまり、近代英語期の初期においては、句比較は使用頻度

において屈折比較と同等か優勢な状況にあったことが予想されるのである。さらに

は、1,500 年以降のいつ頃から句比較が廃れ始まるか、換言すれば、いつ頃から屈

折比較の使用が再び盛り返すかという点も興味深い考察の対象である。

5．接尾辞 more/most を語末にもつ形容詞

　英語の形容詞には、実は、屈折比較とも句比較とも言い切れない例外的なものが

存在する。語末に more/most が拘束形態素の接辞として付くものである。more

が付加される語は、下に挙げる通り、数が少なく、５語程度である。一方、most

が付加される語は 40 語程度で1)、northwésternmost を除いて、すべて語頭に強勢

をもつという特徴がある。

1)　�なぜ“～ most”型の形容詞・副詞は“～ more”型より有意に多いのかについては、小論「語
末に“～ more/most” の付く英語の形容詞・副詞―この特殊型の派生理由を探る―」（大高
2019）を参照のこと。
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～ more で終わる形容詞

anymóre	 evermóre	 forevermóre	 fúrthermore	 névermore

～ most で終わる形容詞

áftermost	 báckmost	 bóttommost	 céntermost	 dównmost   

éasternmost	 éndmost	 fárthermost	 fóremost	 héadmost   

híndermost	 ínnermost	 lattermost	 léftmost	 lówermost	

míddlemost	 nórthernmost	 nórthmost	 northwésternmost

óutmost	 réarmost	 ríghtmost	 sóuther	 nórthmost	

sóuthmost	 stérnmost	 tópmost	 úndermost	 úppermost   

útmost	 wésternmost	 wéstmost

上掲の語の構造が「形容詞＋ more/most」から成っていると見做すと、複合語と

いうことになり、句比較で使われる副詞 more/most が位置・時・順序を表す形容

詞の右端に移動して作られたのではないかと推測したくなる。しかし、実際は、そ

うではない。寺澤（1997）によると、語末形態素“～ most”は下のような変遷を

辿り、最終的には句比較で使われる独立形態素“most”の影響を受けて確立した。

-mo- （Germanic の mehr の変化形 māから） + -ista （‘est’） ⇒ -mest （OE） ⇒ 

-most （PE）

　一方、“～ more”を語末にもつ語の起源も同様で、ME 期に当時すでに存在し

ていた先の“～ most” で終わる語に呼応して形成された2)。

　本研究で究明したいのは、これらの特別な形をもつ形容詞による比較が英語史

上いつごろから使われ出したのかという点である。例えば、northernmost と現

2)　�た だ し、furthermore, farthermore, innermore の そ れ は Old Norse（Scandinavian） の 
“～ meir”が基となって形成された（寺澤 1997）。
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代英語では使われなくなっている *northmost の使用頻度の通時的違いや、同様に

*most northern や *northest との比較も興味深い調査対象である。

6．調査項目

　本研究で The Google Ngram Viewer を使用して通時的な使用頻度の変遷を調

査するのは、次の７点についてである。尚、下の調査語の中に含まれる星印の付い

ている語は現代英語の辞書にないものである。

　①　単音節の形容詞はいつの時代も屈折比較が普通だったのか否か？

　　　 ＜調査語＞

　　　kind: kinder/more kind, kindest/most kind

　　　sad: sadder/more sad, saddest/most sad

　②　�-y で終わる単音節形容詞の -y はいつ頃から比較級・最上級用接尾辞 -er/-

est の前で -i に変えられるようになったのか？

　　　＜調査語＞

　　　dry: drier/dryer, driest/dryest

　　　shy: shier/shyer, shiest/shyest

　③　�動詞の過去分詞に由来する単音節形容詞は句比較の型を取るが、これはいつ

頃からのことか？

　　　＜調査語＞ 

　　　tired: *tireder/more tired, *tiredest/most tired

　　　bored: *boreder/more bored, *boredest/most bored

　④　�２音節の形容詞でも -y で終わるものであれば屈折比較の型を取るが、これ

はいつ頃からのことか？

　　　＜調査語＞ 

　　　happy: happier/more happy, happiest/most happy

　　　lucky: luckier/more lucky, luckiest/most lucky
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　⑤　�３音節の形容詞は必ず屈折比較の型を取るが、接頭辞 -un で始まるものは例

外となっている。しかし、この句比較の型は過去にどのくらい受け入れら

れていたのであろうか？

　　　＜調査語＞ 

　　　unhappy: unhappier/more unhappy, unhappiest/most unhappy

　　　unlucky: unluckier/more unlucky, unluckiest/most unlucky

　　　unlikely: unlikelier/more unlikely, unlikeliest/most unlikely

　⑥　�いくつかの２音節形容詞と -er, -le, -ow, -ure で終わる形容詞は屈折比較と

句比較の両型を取りうるとされるが、これはいつ頃からのことで、実際に

はどちらの型が無標（優勢）なのであろうか？

　　　＜調査語＞ 

　　　handsome: handsomer/more handsome, handsomest/most handsome

　　　common: commoner/more common, commonest/most common

　　　quiet: quieter/more quiet, quietest/most quiet

　　　polite: politer/more polite, politest/most polite

　　　pleasant: pleasanter/more pleasant, pleasantest/most pleasant

　　　stupid: stupider/more stupid, stupidest/most stupid

　　　wicked: wickeder/more wicked, wickedest/most wicked

　　　subtle: subtler/more subtle, subtlest/most subtle

　　　exact: exacter/more exact, *exactest/most exact

　　　secure: securer/more secure, securest/most secure

　　　clever: cleverer/more clever, cleverest/most clever

　　　shallow: shallower/more shallow, shallowest/most shallow

　　　mature: maturer/more mature, maturest/most mature

　⑦　�語尾に～ most をもつ形容詞はいつ頃から使われ出したのだろうか？そして

それに対応する句比較の型は存在しなかったのだろうか？
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　　　＜調査語＞ 

　　　northernmost: �northernmost/*northmost/northern most/most northern/

	 *northest

　　　easternmost: �easternmost/*eastmost/eastern most/most eastern/

 *eastest

7．調査結果

　The Google Ngram Viewerによる検索結果から以下のことが分かった。下では、

前節で挙げた検査項目の順に分析結果を述べる。尚、グラフの右端にある調査語の

文字が小さくて判読しにくいので、各図の下に示す各調査語の右に、2000 年以降

における出現頻度数の順位を括弧内に示すことにする。

　①　単音節の形容詞はいつの時代も屈折比較が普通だったのか否か？

　図 1：kinder(1)/more kind(3), kindest(2)/most kindest(4) 



49

大髙：Google Ngram Viewer で見る英語の形容詞比較形の変遷

　図 2：sadder(2)/more sad(3), saddest(1)/most sad(4)

　上の２つの線グラフは、単音節形容詞 kind と sad の比較表現（比較級と最上級）

において、屈折比較と句比較のどちらが通時的に見て優勢であるかを、出現頻度の

変遷という形で示してくれている。この相対比較により、「単音節形容詞は屈折比

較を取る」という現代英語の規則が、少なくとも kind と sad においては、昔から

変わらずに適用されてきているということが分かる。ただ、過去においては（特に

17 世紀中頃より 18 世紀中頃まで）句比較もかなり使われた時代があったというこ

とは興味深い。よって、結論としては、「単音節の形容詞はいつの時代も屈折比較

が普通だった（優勢だった）わけではない」ということになろう。

　②　�-y で終わる単音節形容詞の -y はいつ頃から比較級・最上級用接尾辞 -er/-

est の前で -i に変えられるようになったのか？
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図 3：drier(2)/dryer(1), driest(3)/*driest(4)

図 4：shier(3)/shyer(1), shiest(4)/shyest(2)

　ここでの調査から、「-y で終わる単音節形容詞の屈折比較では -y を -i に替えて

-er/-est の接尾辞を付けよ」という規則はそれほど確立されたものではないという

ことが分かる。dry と shy ではかなり異なる結果が出ているからである。まず dry

では、drier と driest は dryer と *dryest よりも確かに過去の一時期（1650 年～

1675 年）を除けば優勢であった。しかし現代英語の比較級においては（1990 年～）、

dryer が drier よりも優勢になっているのである。一方、shy では、元の形のまま

の shyer/shyest が shier/shiest よりも、一時期（1675 年～ 1720 年）を除けば、ずっ
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と優勢なままである。

　③　�動詞の過去分詞に由来する単音節形容詞は句比較の型を取るが、これはいつ

頃からのことか？

図 5：*tireder(3)/more tired(1), *tiredest(4)/most tired(2)

図 6：*boreder(N/A)/more bored(1), *boredest(N/A)/most bored(2)

　上の 2 つのグラフより、動詞の過去分詞形に由来する単音節形容詞の比較は、通

時的に見て、句比較が圧倒的に優勢でありつづけていることが看取できる。bored
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においては、屈折比較の *boreder と *boredest は使用された形跡がほとんど見ら

れない。しかし、tired に関しては、19 世紀から屈折比較の *tireder/*tiredest が

幾分使用された形跡が認められるので興味深い。

　④　�2 音節の形容詞でも -y で終わるものであれば屈折比較の型を取るが、これ

はいつ頃からのことか？

図 7：happier(1)/more happy(3), happiest(2)/most happy(4)

図 8：luckier(2)/more lucky(3), luckiest(1)/most lucky(4)

　-y で終わる 2 音節形容詞 happy と lucky は、確かに近代英語期の長い期間に亘っ
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て現代に至るまで屈折比較が優勢であると言える。しかし、17 ～ 18 世紀までは逆

であったことも事実で、この点は大変興味深い。Happy は 1700 年頃から、そし

て lucky は 1800 年頃から屈折比較が初めて優勢となったのである。よって、これ

らの語は、先の中英語期には句比較が優勢だった可能性が高いと言える。

　⑤　�３音節の形容詞は屈折比較の型を取るが、接頭辞 -un で始まるものは例外と

なっている。しかし、句比較は、過去においてはどのくらい受け入れられ

ていたのであろうか？

図 9：unhappier(4)/more unhappy(2), unhappiest(3)/most unhappy(1)

図 10：unluckier(4)/more unlucky(3), unluckiest(2)/most unlucky(1)
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図 11：unlikelier(4)/more unlikely(2), unlikeliest(3)/most unlikely(1)

　接頭辞 un- で始まる 3 つの形容詞 unhappy/unlucky/unlikely に関して言えば、

確かに、3 音節語であるにも拘わらず屈折比較も可能となっている。特に現代英語

における unhappy と unlucky の屈折比較は、句比較と比べて使用頻度に大きな

差は見られない。しかし過去における出現頻度を通時的に眺めれば、これらの語の

比較は句比較が圧倒的に優勢であったことが分かる。特に unlikely は、現代英語

において句比較が他方より一層優勢となっている。

　⑥　�いくつかの 2 音節形容詞と -er, -le, -ow, -ure で終わる 2 音節形容詞は、屈

折比較と句比較の両型を取りうるが、これはいつ頃からのことで、通時的

にはどちらの型が無標（優勢）なのであろうか？
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図 12：handsomer(2)/more handsome(3), handsomest(1)/most handsome(4)

図 13：commoner(4)/more common(2), commonest(3)/most common(1)
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図 14：quieter(1)/more quiet(3), quietest(2)/most quiet(4)

図 15：politer(4)/more polite(1), politest(3)/most polite(2)
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図 16：pleasanter(2)/more pleasant(1), pleasantest(4)/most pleasant(3)

図 17：stupider(4)/more stupid(2), stupidest(1)/most stupid(3)
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図 18：wickeder(4)/more wicked(1), wickedest(3)/most wicked(2)

図 19：subtler(2)/more subtle(1), subtlest(4)/most subtle(3)
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図 20：exacter(4)/more exact(1), *exactest(3)/most exact(2)

図 21：securer(3)/more secure(1), securest(4)/most secure(2)
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図 22：cleverer(2)/more clever(3), cleverest(1)/most clever(4)

図 23：shallower(1)/more shallow(3), shallowest(2)/most shallow(4)
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図 24：mature(2)/more mature(1), maturest(4)/most mature(3)

　ここでの 13 種の調査語は、すべて 2 音節形容詞でありながら屈折比較も取りう

るとされるものだが、通時的な視点からどちらの比較が優勢かについて断定する 

ことが難しい。語ごとに屈折比較と句比較の相対出現頻度が異なるからでである。

例えば、common/exact/subtle における句比較は、現代に至るまで屈折比較より

はるかに優勢であるが、clever と shallow に関しては逆である3)。グラフからも分

かる通り、現代英語において pleasant/stupid/wicked は、屈折比較と句比較が

ほぼ互角の使用頻度にあるが、近代英語期全体を通して見ると、句比較の方が屈

折比較よりも優勢である。そしてこのことは、handsome/polite/clever/shallow

を除く全形容詞 9 種についても言えることでもある。つまり、前者の 4 形容詞が

あくまで例外的であると見做すと4)、2 音節形容詞は近代英語期の初期から中期にか

けては句比較が屈折比較よりも優勢だったと結論づけられよう。さらに、quiet/ 

pleasant/stupid/clever/mature においては、近代英語期の中盤から後半にかけ

て屈折比較の相対使用率が句比較よりも高くなった時期が認められるので、比較表
3)　�ただし、clever は、18 世紀に屈折比較と句比較は使用頻度で互角だったという点で shallow と

は異なっている。

4)　�このように考えれば、勿論、なぜ例外と見なせるのかについての理由が要るが、これについて
は最終節で言及する。
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現に関して言えば、英語史における「総合から分析へ」の傾向には確かに逆行が認

められると言えよう。

　⑦　�語尾に～ most をもつ形容詞はいつ頃から使われ出したのだろうか？そして

それに対応する句比較の型は存在しなかったのだろうか？

図 25：northernmost(1)/*northmost(N/A)/*northern most(N/A)/

most northern(2)/*northest(N/A)

図 26：easternmost(1)/*eastmost(4)/*eastern most(3)/

most eastern(2)/*eastest(N/A)
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　上の図 25 と 26 に示したグラフから、興味深い知見が得られる。まず、

northern の最上級では、northermost か句比較の most northern 以外の潜在形

（*northest/ *northern most/ *northtest）はほとんど使われた形跡がないこと

が分かる。一方、実在する northernmost と most northern を比べると、前者は

1600 年頃にすでに使用されていたが、19 世紀後半までは most northern に使用

頻度で圧倒されていたことも分かる。換言すると、northernmost が句比較よりも

優勢になるのは 19 世紀後半以降のことである。

　次に、もう一つの方角形容詞 eastern の最上級形について見てみよう。５種の考

えうる潜在形 easternmost/ *eastmost/*eastern most/most eastern/*eastest の

うち、*eastest 以外はすべて存在する（存在した）という点は、northern の場合

と異なる。これらのうち、easternmost の使用頻度が最も高く、大航海時代の 16

世紀から 18 世紀にかけて使用頻度が高くなっていることが分かる。一方、句比較

の most eastern も 16 世紀前半より並行して使われていて、18 世紀の一時期には

easternmost を凌いでおり、現代英語でもその使用がゼロとはなっていない。また、

出現頻度はかなり低いものの、eastern most と分かち書きされた形も 18 世紀か

ら 20 世紀前半にかけては存在したという事実も興味深い。これは、easternmost

という形が現在は主流でも、上述のとおり、比較表現が長い年月をかけて複数の変

形ルートを経由して出来上がったからなのであろう。

8．結論

　先にも述べた通り、ゲルマン系言語としての特徴を色濃く残していた古英語期に

は、総合的な文法形である屈折比較が普通であった。しかし、中英語期（1066 年

～ 1500 年）になってラテン語・フランス語の影響で迂言的句比較が生まれた。こ

のことは、上で扱った単音節形容詞（kind/sad）の分析結果から首肯できる。中

英語期に生まれた分析的文法形である句比較の使用が近代英語期の初期においても

痕跡として残存していることが認められるのである。単音節語は総じて屈折比較が
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句比較よりも優勢ではあるものの、近代英語期の初期においては、この優勢度が相

対的に低い状態にあるからである。

　さらに、「総合から分析へ」という英語史上に見られる英語の構造に関する一般

的な変化が、近代英語の後半に向かって逆行している事実も確認できた。２音節形

容詞は中英語期を経て句比較が普通だったと予想されるが、本研究で扱った形容詞

を考察した限りでは、屈折比較の使用頻度が相対的に高まってきていることが分

かったのである。

　最後に、屈折比較と句比較の両型を取りうるとされる handsome/quiet/polite/

pleasant や -y, -er, -le, -ow, -ure で終わる形容詞についてであるが、その理由は、

これらの形容詞が屈折比較と句比較の使用を決める決定的な規則をもっていないこ

とにある。先に言及したように、語によって両型の使用頻度の相対比が大きく異な

り、どちらの型が無標かについては判断がつかないのである。なぜなのだろうか。

可能性としては、第 2 音節の構造からの影響があるのかもしれない。換言すると、

語全体の音節数を変えずに（つまり 2 音節のままで）接尾辞 -er/-est を付加できる

ということである（Nakajima 2005）。故に、ある種の２音節形容詞は、比較にお

いて例外的に振る舞うのである。

　2 音節形容詞において句比較が屈折比較より優勢であるということに驚きはな

い。このことは、common/subtle/secure/mature のグラフからも首肯できる。

形容詞の比較表現に接尾辞 -er/-est を付加して利用するというのは、単音節語が中

心のゲルマン系言語の文法的特徴であり、多音節語の多いラテン系言語（ここでは

フランス語）の形容詞には応用しにくくかったと考えられるからである。しかし一

方では、すでに言及したように、屈折比較が句比較と同等か優勢という 2 音節形

容詞もある。Handsome/quiet/polite/pleasant や -y, -er, -le, -ow, -ure で終わる

形容詞である。これらの形容詞が 2 音節でも屈折比較を取りうるのは、-y, -er, -le, 

-ow, -ure 自体が１音節を成すものの、先行音節と融合して重（超重）音節となり、

あるいはこの時に脱落が起こりもし、結果的に語全体の音節数を 2 のままに保てる

からなのであろう。そして、同じ 2 音節形容詞でも語によって屈折比較と句比較の
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相対使用頻度に差があるのは、語尾の音声形により、シュワー（/ə/）の脱落や重

音節化が起こる可能性に違い出るからなのであろう。

　例：handsome - handsomer （/hæn.smɚ/）- handsomest （/hæn.smest/）

	 ［/ə/ の脱落］

　　　quiet - quieter（/kwaɪə.tɚ/）- quietest （/kwaɪə.test/）

	 ［三重母音化］

　　　polite - politer （/pə.laɪ.tɚ/）- polietest （/pə.laɪ.test/） 

	 ［フット内で 2 音節維持］

　　　pleasant - pleasanter （/plɛzn.tɚ/）- leasantest （/plɛzn.test/）

	 ［/ə/ の脱落］

　　　happy - happier （/hæ.pɪɚ/）- happiest （/hæ.pjest/）

	 ［二重母音化］

　　　clever - cleverer （/klɛv.rɚ/）- cleverest （/klɛv.rest/） 

	 ［/ə/ の脱落］

　　　subtle - subtler （/sʌt.lɚ/）- subtlest （/sʌt.lest/） 

	 ［成節子音の頭子音化］

　　　shallow - shallower （/ʃæ.loʊɚ/）- shallowest （/ʃæ.loʊəst/） 

	 ［三重母音化］

　　　mature - maturer （/mə.ʧʊə.rɚ/）- maturest （/mə.ʧʊə.rest/）

	 ［フット内で 2 音節維持］

上で pleasanter と cleverer がそれぞれ /plɛzn.tɚ/, /klɛv.rɚ/ と表記されている

のは、元の音声形 /plɛ.zən.tɚ/, /klɛ.və.rɚ/ からシュワー（/ə/）が脱落したもの

と解釈できるからである。あるいはまた、後者については後続音 /r/ が両節性子音

となっている（音節境界がこの子音上にある）とも解釈できるからである。一方、

polite と mature だけは 3 音節の比較形となるが、強勢が第二音節にあるので、フッ

トにおいては 2 音節の構造を維持している。これは、unhappy や unlucky のよう
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に弱音節の接頭辞 -un で始まる語についても言えることである。要するに、「形容

詞の比較に接尾辞 -er/-est を付加するのは単音節語に限る（換言すれば、付加した

最終形は 2 音節に限定する）」という、古英語時代以来の規則は、これらの２音節

形容詞の比較形に痕跡として残っているということである。
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